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１ くらしを見つめる・見直す構えをつくる  

  低学年である自級の「くらしのたしかめ」の時間は、学校や家で心が動いたことを話

題として出し合い、互いの見方・考え方・感じ方を認め合い、高め合うことをねらいと

している。特に、入門期の１年生なので、互いの考えを聞き合うことに馴染んだり、友

達の考えを理解したりしながら、話の筋をつくり上げていくことを学んでいる。また、

「似ていて」「おたずね」「おたすけ」「ちがって」「だって」等の言葉を駆使して、話を

つなげていくことを学んでいる。このような経験をくり返しながら、「聞いてもらえるっ

て、うれしいことだな」「みんなで話し合うって、楽しいことだな」等と心から思えるよ

うになってくる。多くの子供たちに「聞き合い」の意欲化が図られ、聞く構えが見られ

るようになってくる。  

やがて、高学年になると、自然や社会の出来事や友達のくらしにおけるものの見方・

考え方・感じ方を共有し、対象に意欲的に働きかけたり、行為の解決のための手立てを

探ろうとしたりする構えをもつようになってくる。言い換えると、目当てをもってくら

しをつくっていこうとする構えができてくるのである。最終的に、「くらしのたしかめ」

の時間が、６年間をかけて、上述のように位置付いてくることで、学級運営や日々の授

業の核となって日々のくらしが充実していくと考えられる。  

 

２ 本質的な学びを創出する  

  毎週１～２回設定されている「くらしのたしかめ」の時間。子供たちは、この時間を

楽しみにしているのだろうか。自分たちで「〇〇なことについて、聞き合いたいな」、「み

んなでこんなことについて、聞き合いたいな」という思いをもって臨むことがあるだろ

うか（毎回ではないが）。または、「今日は、どんな聞き合いができるのかな」とわくわ

くしながら、その時間を待ち遠しく思っているだろうか。それとも、いつも教師や日直

の話題提示を待ってから始まっているのか。（「今日は、何について話し合わせればいい

のだろう」と重荷に感じる教師もいるのではないか）  

 

子供は、楽しみながら学ぶ。その楽しみは学びが深まるにつれて相対的に深まり、  

本当の深い楽しみを味わうに至った時には、本質を追究する学びの力が身に付く。  

「くらしのたしかめ」の時間も、子供にとって楽しいものとなれば、意欲的に「聞き

合い」の力を鍛え、自ら生きる力の基盤を獲得していく時間になると考えられる。  

その姿の表れとして、教師が子供たちに何らかの言葉を投げかけるのではなく、子供

たちの方から「ぜひ、今日は聞き合いをしたい」と言ってくるような状況が生まれ、子

供による主体的な「くらしのたしかめ」の時間が生まれてくるのではないか。「くらしの

たしかめ」の時間を心待ちにし、「学び合い」を楽しもうとする子供たちが、どんどん出

てくるのではないか。「くらしのたしかめ」の前段階としての仕掛け（問題を媒介として、

子供と対象を結びつける）の有無が、子供の意欲に大きく影響してくる。  

さらに、教師がその場における「聞き合い」をどのようにコーディネイトしていくか、

事実を基に互いの感情を関わらせ、生き方や価値観、意味を顕在化させ、自己内対話に

至るよう支援する技術的な力を身に付けていくことによって、より子供も教師も「学び

合い」を楽しむ時間を享受できるようになるのではないかと考える。 



３ 「聞き合い」のきっかけを仕掛ける  

馬を水辺に連れていくのは簡単だが、水を飲むのは馬の意思しだい。  

 犬はいつでも吠えるのではなく、鼻先が濡れてきたときに、ワンと吠える。  

  子供たちをどのように、飲みたい状態・濡れた状態（互いの考えや思いを聞き合いた  

い状態）にするかが、教師の力量。いつも、どこかにおもしろい出来事はないかな、対 

象はいないかな。そう思っていると、不思議と幸運な出来事に出会ったり、対象の方か  

らこちらの方に表れてきてくれたりする。例えば、アピタのバンダナであったり、駐車 

場のノコギリクワガタ・農園のカマキリであったり、下弦の月であったりするから、お  

もしろい。求める者の前に、表れてくるから、世の中は捨てたものではない。さらに、  

学校行事、継続して取り組む農園活動やボランティア活動、通知表の評価について等、  

それらを生かそうと、ちょっといたずら心をもって子供たちを刺激すればいい。  

 

⑴ くらしのなかで、子供たちが問題意識をもって取り組んでいることは、そんなに多

くない。清掃一つを取り上げても、「今日は〇〇をしよう」と清掃している子供はあま

りいない。なぜなら、清掃場所も清掃方法も全て決まっているし、振り返りも形骸化

していくからだ。互いの評価にさらされることもない。  

   そこで、５月後半に３枚のバンダナを用意した。「そ

うじめいじん」と言葉提示をする。条件は、バンダナが

３枚。決めるのは、みんなということだけ。子供の人数

は、１０人。７人は、着けることができない。誰が「そ

うじめいじん」になって着けるのか。子供たちにとって

は、大問題である。がぜん清掃を張り切り出す。教室の

白い机の下に入って、きれいに拭くＨさん。重い机を二人で持って運ぶＡさんやＯさ

ん。細かい溝まできれいにするＫさん。互いに友達のがんばりを見ながら、自分のが

んばりを高めていく。  

   清掃に対するがんばり度を３色のシールで貼る自己評価、友達がどのように掃除を

しているのか見ることでの他者評価を通して、子供たちは「そうじめいじん」になり

たい思いを高めたり、その意味を考えたりするようになってきた。「先生、聞き合いを

やりたい」という子供たちの声に応えて「くらしのたしかめ」へ。話合いは、合計４

時間。２週間にわたった末、雑巾の裏が黒い順と決め、みんなで選んだ（自己決定の

場）。夏休みを迎え、バンダナは一時教師預かりに。  

 

 ⑵ ２学期が始まると、バンダナのことは忘れてしまったのか。それとも、子供たちの

意識は、虫捕りにとってかわられたのか。このとき、担任はのんびりと待つ。 

１０月に入った。Ｍさんが「先生、そうじめいじん、せんが」とぼそりと言い始め

た。「おれは、せんでもいいや」とＴさん。そのうちに、休み時間にあちらこちらで「そ



うじめいじん」の話が何度も聞かれるようになってきた。１週間ほど待っていると、

Ｍさんや数人の子供たちが我慢できなくなったという口調で「先生、そうじめいじん

の話をしたい。いつしてくれるが」と「聞き合い」の時間を要求してきた。水を飲み

たがってきたのだ。「じゃあ、今度のくらしのたしかめの時間にしましょう」と教師は

返答した。 

「聞き合い」では、①雑巾の裏の色が黒い、②雑巾に穴が開いているほうのどちら

にするかという、「そうじめいじん」を決める順序について、ＭさんとＨさんの話から

始まった。どちらもなりたくてたまらない。そのうちに、「そうじめいじん」になって

いない人がかわいそうだからならせてあげればいいという公平な価値観をもつＫさん。

それでは、「そうじめいじん」の意味がなくなってしまう。自分はなりたくてたまらな

いが、「そうじめいじん」の本質を明確にもって、自分にその価値がない時はならなく

ていい、その価値がある人がなるべきであると主張するＭさん。この発言は、「そうじ

めいじん」になれるかどうかの判断は、他者に委ねるのではなく、自分の生き方の本

質に照らし合わせて決定するという強い思いが感じ取られるＭさんの発言だった。そ

の後も、さまざまな価値観が飛び交いながら、あっという間に１時間終了。次回に持

ち越されることになった。  

 

 ⑶ 動植物とのふれあいは、ときに大きな波紋をもたらしてくれる。あさがおや農園の

野菜、昆虫や魚といった生き物は、子供たちが目を輝かす対象となる。子供たちは、

これら対象が自分をめぐるものとして捉え、その対象への働きかけ方の方向性を打ち

出すことで、自己の内面を反映させ、価値観や生き方を顕在化させてくる。その過程

で、自然界に存在する「いのち」、優しい「めぐみ」や厳しい「おきて」を実感し、言

葉を媒介に見付けたことを交流するようになる。それらを学級の友達と共有すること

で、見付ける心が育くまれていく。 

   ６月後半。朝、駐車場から学校の入り口に向かうところに、きらいな茶色のものが。

何と、ノコギリクワガタの雄であった。これを教室に持っていけば何かが起こる。楽

しい予感がした。子供たちには気付かれないように、そっと手に付けて教室に。とこ

ろが、見逃してはくれなかった。すかさずＴさんが「先生、手に何か持っている」と

言い始めた。あっという間に、教室の注目の的になったノコギリクワガタ。土日を控

えた金曜日の「くらしのたしかめ」の時間。  

   子供たちが問題としたのは、このノコギリクワガタを逃がすのか、それとも飼うの

か。キャンプに行った経験があるＲさんは、「山の木に樹液があるので、逃がせばよい」

と言ってくる。Ｍさんも、自然に返すのがよいと言った。それに対し、「ゼリーがあれ

ば元気になるよ」とＫさん。保育園でクワガタを飼っていて、楽しかったので、また

飼いたい」とＯさん。「土もゼリーも、家にあるので持ってくるよ」とＨさん。そこで、



Ａさんが、「ちょっと飼いたいかも」と、折衷案を出してきた。この時間では、対象で

あるノコギリクワガタにどのように関わっていくのか考える過程で、互いの選択のも

つ意味が、交流されていった。最終的に飼うことになったが、今度は、「土・日に、だ

れが家に持っていって、世話をするのか」という新たな問題を生み出すこととなった。  

 

 ⑷ いつも見ているようで、見ていない自然現象。Ａさんの思わず出たつぶやき。思い

込んでいたことが、違っていたことで、心が不安定になり、何度も事実を確認したり、

納得のいく道筋を考えようとしたり。見付けた時の驚きのつぶやきが、教室全体に広

がっていった。  

  ９月２７日（月）  

登校後の朝の自由時間。いつものように、秋冬野菜に水をかけるために、じょうろ

に水を入れ、玄関前を歩いていた子供たち。  

ふと、空を見上げたＡさんが、思わず「朝なんに、つき、出とる」と、驚いて叫ん

だ。思ったことを瞬時につぶやくＡさん。それを聞いたＨさんも、横で空の月を見上

げて、驚いた表情をした後、不思議な表情をしていた。  

周りでそんな話を聞いていた子供たちも、何となく好奇心をそそられたようだった

ので、一日経っての反応を見ることにした。  

９月２８日（火）  

「今日の朝も、月が見えた」とＯさんやＡさん。ほとんどの子供が、月に食いつい

ていた。そこで、急遽、くらしのたしかめに変更。「月」と言葉提示。  

「朝なのに、月が出ているなんて不思議だ。なんで、朝に出ているの」とＳさん。

言葉足らずだが、素直に疑問をもって、朝の月に心を動かしている。 

「月は夜にしか出ないのに。朝なのに、なんで白い月が出るの」とＨさん。昨日の

朝の不思議そうな表情は、「月は夜に出るもの」「月は、黄色いもの」という自分の当

たり前が、朝に白い月が出ているという自然現象を目の当たりに突き付けられて、心

が動揺させられたことによるものだった。  

「朝なのに、白い月が出ていて、ひっくり返りそうになった」とＫさん。いつも感

情を伴って対象を感じ取ろうとするすてきな感性が垣間見られる。  

「月は、夜出るはずなのに、おかしい」広い知識力と論理的な思考を強みに、自説

に自信をもっているＨさん。再度、自分の思考で判断しきれない朝の月に、納得しな

い。目の前に突き付けられた事実（＝朝の月）があるにもかかわらず、自分が納得で

きないことに対しては、簡単に「ＹＥＳ」と従わないＨさんのしぶとさが伺われる。  

「夜にしか、月は見られないはずなのに」とＯさん。夜に、自分の家で見た月と比

べて、Ｈさんと同じく、納得しない。自分の目で見た自然体験が、Ｏさんの考えをし

っかり後押ししている。 



最後に、「夜は、月しか出ないのに、朝は、太陽も月も出ている。朝だけ２つとも出

ているのは、おかしい」とＫさん。条件は同じであることが、自然現象の前提になる

という考えに合わないからなのだろうか。または、日常生活の中で、Ｋさんが諸事に

対して公平・公正にあろうとする、ものの見方・考え方に整合しないと思うからだろ

うか。自分の心に矛盾をかかえ、納得できないと思っていた。そして、その日の聞き

合いを終えた。  

  ９月２９日（水）  

朝の会の後、下弦の月を見たいと子供たちが言うの

で、グラウンドに見に行った。8 時半近くなのに、白い

月が空の中央付近に出ていた。「あった。あった」と喜

びながら、白い月を眺めていた。そのうちに、雲梯に

つかまり、月に近付こうとするＭさん。砂山にのぼっ

て、月を見ようとＭさん、Ｔさん、Ｒさん。月から離れ

るように、校舎から離れた場所から月を見ようとする

ＴさんやＳさん。場所を変えることで、月の見え方が変えわらないか自分の目で確か

めていた。  

教室に戻ると、「白い月でも、ウサギがもちをついていた」と言うＫさんやＨさんに

対し、「そんなんは、見えんかった」と主張する男子たち。今度は、月の中のウサギを

見るのか、子供たちの知的好奇心は、どんどん膨らんでいった。  

 

４ 今後の見通しをもつ 

  ここまでは、「くらしのたしかめ」の時間のほんの一部だが、抽出児を選んで、記録を 

時系列に並べていくことで、その個特有のものの見方・考え方・感じ方や生き方、価値  

観等が見えてくる。子供は、いつも意識的に行動したり、発言したりするわけではない  

が、無意識の行為や発言についても解釈を入れながら、記録を累積し、つないでいくこ  

とで、より子供理解の力を付けていきたいと思う。 

 また、１年生後半になることから、継続的な活動を通して、互いの活動の歴史を交流

し、抽出児を子供理解の灯台として、見つめていくことにも挑戦したいと思う。  

 さらに、読書・百人一首に仕掛けをしながら、子供たちに出会わせていきたいと考え

ている。  


